
浜田県土整備事務所の沿革 

 

明治 31年 4月  浜田町に第四土木管区員派出所設置(管轄：那賀郡、美濃郡、鹿足郡) 

明治 33年 6月  管轄区域の変更(那賀郡) 

○現在の管轄(浜田市、江津市、那賀郡) 

大正 9年 4月  浜田土木管区事務所に改称 

昭和 17年  浜田港修築事務所設置 

  ○昭和２４年浜田港務所に改称 

○昭和３８年浜田土木事務所に編入、浜田港管理所に改称 

○平成２５年浜田港湾振興センターとして分離発足 

昭和 25年 10月  浜田土木出張所に改称 

昭和 31年 4月  浜田土木事務所に改称 

昭和 38年 3月  浜田ダム完成 

○昭和５１年４月浜田ダム管理所が浜田土木建築事務所に編入 

昭和 41年 4月  現合同庁舎に移転 

昭和 52年 4月  浜田土木建築事務所に改称 

平成 2年 3月  御部ダム完成 

○御部ダム管理所が浜田土木建築事務所に編入 

平成 15年 7月  大長見ダム完成 

    ○大長見ダム管理所が浜田土木建築事務所に編入 

平成 16年 6月  現合同庁舎に移転 

平成 16年 10月  管轄区域の変更（江津市）  

○旧江津市と旧桜江町の合併に伴う旧桜江町の編入 

○八戸ダム管理所が浜田土木建築事務所に編入 

平成 18年 4月  浜田農林振興センター農林公共部門と浜田土木建築事務所が一体となり新たに

浜田県土整備事務所として発足 

平成 25年 4月  浜田港湾管理所が浜田港湾振興センターに組織改編され、単独事務所として設置 

平成 27年 10月  浜田ダム管理所が第二浜田ダム管理所に移転 

平成 28年 3月  浜田ダム管理所を閉所 

平成 31年 4月  建築部が西部県民センターへ編入 

   

   

 


